
５.空間図形の複合問題 （長さ・面積・体積・角度ほか）【2010年度出題】 

 

【問 1】 

図１のように，1辺の長さが 4 cmの立方体 ABCD－EFGHが平面 Pの上にあります。辺 CDの中点をM としま

す。この立方体に，次の  ，  の操作を順に行います。図２は，  の操作を行った後の立方体です。 

このとき，次の(1)，(2)に答えなさい。ただし，円周率はπを用いなさい。 

（北海道 2010年度） 

 辺 EFを軸として，2点 A，Bが平面 P上の点となるように 90°まわす。 

  によって動いた図２の立方体の辺 AEを軸として，2点D，Hが平面 P上の点となるように 90°まわす。 

 

図１ 

 

図２ 

 

(1)  ，  のそれぞれの操作によって，点 Gが動いてできた弧の長さの和を求めなさい。 

(2)  ，  のそれぞれの操作によって，線分 DMが動いてできた図形の面積の和を求めなさい。 

 



解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm2 

 

 

解答 

(1) (2＋ 22 )π cm 

(2) (1＋ 24 )π cm2 

解説 

(1) 

Gは Fを中心として 90°回転し，Eを中心として 90°回転する。 

よって求める長さは 

2π×4×
360

90
＋2π× 24 ×

360

90
＝2π＋ 22 π＝(2＋ 22 )π cm 

(2) 

DMの動いた図形は 

底面の円の半径が 24 cm高さが 2 cmの円柱の側面の
360

90
に 

半径が 52 cm中心角 90°のおうぎ形と△ADMを加え 

半径 4 cm中心角 90°のおうぎ形と△ADMをひいたものになる。 

よって 

2π× 24 ×
360

90
×2＋π×( 52 )2×

360

90
＋
2

1
×4×2－π×42×

360

90
－
2

1
×4×2 

＝ 24 π＋5π＋4－4π－4 

＝π＋ 24 π 

＝(1＋ 24 )π cm2 

 



【問 2】 

図の正四角すいは OA＝5 cm，AB＝ 23 cmである。 

次の(1)，(2)に答えなさい。 

（青森県 2010年度 前期） 

(1) 対角線 ACの長さを求めなさい。 

(2) 点 C と直線 OAの距離を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm 

 

 

解答 

(1) 6 

(2) 
5

24
 

解説 

(1) 

正四角すいの底面は正方形だから 

△ABCは AB＝BC＝ 23 cm 

∠ABC＝90°の直角二等辺三角形なので 

AC＝ 2 AB＝ 2 × 23 ＝6 cm 

(2) 

ACの中点をM とすると AM＝CM＝
2

6
＝3 cm，OM⊥AC となる。 

△OAMで 

三平方の定理より OM＝ 22 35 － ＝4 cm 

△OAC＝
2

1
×6×4＝12 cm2 

点 C と直線 OAの距離を h cm とすると 

△OAC＝
2

1
×OA×h＝

2

1
×5×h＝

2

5h
 cm2と表せる。 

よって
2

5h
＝12 h＝

5

24
cm 

 



【問 3】 

図１は，1 辺の長さが 2 cm の正八面体です。また，図２は，図１の正八面体の展開図を破線 ( ) で示したも

のに，図１の辺 ABを実線 ( ) でかき入れたものです。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（岩手県 2010年度） 

図１ 図２ 

 

 

問１ 図１で AB と平行な辺は，図２ではどの線分になりますか。図２に実線でかき入れなさい。 

問２ 図１の正八面体の体積を求めなさい。 

解答欄 

 

問１ 

 

問２ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 

 

問２ 
3

28
cm3 

解説 

問２ 

正八面体は 2つの正四角すいを合わせたものである。 

正四角すいの底面の正方形を BCDE とし対角線の交点を H とする。 

1辺が 2 cmの正方形の対角線の長さは 22 cm，BH＝ 2 cm 

△ABHで 

三平方の定理より AH＝ 22 )2(2 － ＝ 2 cm 

よって求める体積は
3

1
×22× 2 ×2＝

3

28
cm3 

 



【問 4】 

図のように，正四角錐O－ABCDにおいて，線分ACの中点M

と頂点 O を結ぶ線分をひきます。△OAC が 1 辺 4 cm の正三角

形であるとき，線分 OM の長さとこの正四角錐の体積を求めなさ

い。 

（宮城県 2010年度） 

 

 

解答欄 

 

線分 OMの長さ            cm 

正四角錐の体積             cm3 

 

 

解答 

線分 OMの長さ 32 cm 

正四角錐の体積 3
3

16
cm3 

解説 

△OACは正三角形なので 

AM＝
2

AC
＝
2

4
＝2 cm 

OM＝ 3 AM＝ 32 cm 

また四角形 ABCDは正方形なので 

△ABCは直角二等辺三角形だから 

AB＝BC＝
2

AC
＝

2

4
＝ 22 cm 

正四角錐の体積は
3

1
×( 22 )2× 32 ＝

3

316
cm3 

 



【問 5】 

底面の半径がそれぞれ 2 cm，3 cmの 2つの円すい A，Bがあり，図１は円すい A，Bの展開図である。円すい

A，B の展開図におけるおうぎ形の部分を合わせるとすき間や重なりがなく，ちょうど円になり，図２のようになった。こ

のとき，あとの問いに答えなさい。ただし，円周率はπとする。 

（山形県 2010年度） 

図１ 図２ 

 

 

(1) 円すい Aの展開図におけるおうぎ形の中心角の大きさを求めなさい。 

(2) 円すい Bの体積を求めなさい。 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) 144° 

(2) 12πcm3 

解説 

(1) 

円すい Aの弧の長さは底面の円周の長さと等しいので 2π×2＝4π cm 

同様に円すい Bの弧の長さは 2π×3＝6π cm 

2つの側面のおうぎ形を合わせてできる円の周の長さは 4π＋6π＝10π cm 

円すい Aのおうぎ形の中心角は 360°×
π

π

10

4
＝144° 

(2) 

おうぎ形の半径を r cm とすると 

2πr＝10π 

r＝5 cm 

円すい Bの高さは 22 35 － ＝4 cm 

よって求める体積は
3

1
×π×32×4＝12π cm3 

 



【問 6】 

図のような，AB＝3 cm，BC＝8 cmの長方形 ABCDを底面とし，高さが 4 cmの直方体がある。辺 EF上に，線

分 BI と線分 IHの長さの和が最も小さくなるように点 Iをとる。また，線分 IH上に IP：PH＝1：7 となる点 Pをとる。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（福島県 2010年度） 

 

問１ △BCEの面積を求めなさい。 

問２ Fから線分 BEにひいた垂線と BE との交点を J とするとき，線分 FJの長さを求めなさい。 

問３ 4点 P，B，C，Eを結んでできる三角すいの体積を求めなさい。 

解答欄 

 

問１ cm2 

問２ cm 

問３ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 20cm2 

問２ 
5

12
cm 

問３ 
3

28
cm3 

解説 

問３ 

長方形 HEFG と長方形 EABFを EFをつないだまま展開し長方形 HABGをつくる。 

Iは HB と EF との交点となる。 

この長方形において Pから EF，FG，EGにそれぞれ垂線 PJ，PK，PLをひく。 

PJ：8＝1：8 より PJ＝1 cm 

PK：3＝(4＋1)：12 

PK＝
12

15
＝
4

5
cm 

EG＝ 22 38 ＋ ＝ 73 cmだから 

△PEG＝△GEF－△PEF－△PGF より 

2

1
× 73 ×PL＝

2

1
×3×8－

2

1
×3×1－

2

1
×8×

4

5
 

PL＝
73

11
cm 

求める体積は 

EBCGF－PEBF－PFBCG－PECG 

＝
3

1
×8×4×3－

3

1
×
2

1
×3×4×1－

3

1
×4×8×

4

5
－
3

1
×
2

1
× 73 ×4×

73

11
 

＝32－2－
3

40
－

3

22
 

＝
3

28
cm3 

 



【問 7】 

図のように，1辺が 4 cmの正三角形 ABC を底面とし，OA＝OB

＝OC＝8 cm とする正三角すい OABCがある。辺 OB上に点 Pを

とる。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（茨城県 2010年度） 

問１ △OACの面積を求めなさい。 

問２ AP＋PC の長さを最も短くしたとき，4点 P，A，B，C を頂点

とする立体の体積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm2 

問２ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 154 cm2 

問２ 
3

112
cm3 

解説 

問２ 

AP＋PCが最も短くなるのは 

△OAB と△OBCを OBをつなげたまま展開したとき 

直線 AC上に点 Pがあるときで 

このとき OA＝OC，BA＝BCだから AP＝CP，OB⊥ACである。 

このとき三平方の定理を利用して 

OC2－OP2＝BC2－BP2 

82－(8－BP)2＝42－BP2 

これを解いて 

BP＝1 cm 

ACの中点をM とすると 

△ABCは 1辺が 4 cmの正三角形だから BM＝ 32 cm 

Oから△ABCに垂線 OHをひく。 

OM2－MH2＝OB2－BH2 

( 152 ) 2－MH2＝82－( 32 －MH)2 

これを解いて 

MH＝
3

32
cm 

OH2＝( 152 )2－

2

3

32








＝

3

176
 

OH＞0 より 

OH＝
3

334
cm 

Pから△ABCに垂線 PKをひくと PK // OH より 

PK：OH＝BP：BO＝1：8 

よって PK＝
8

1
×

3

334
＝

6

33
cm 

求める体積は
3

1
×
2

1
×4× 32 ×

6

33
＝

3

112
cm3 

 



【問 8】 

図のように，AB＝8 cm，AD＝3 cm，AE＝6 cmの

直方体ABCDEFGHがある。点 Pは点Aを出発し，

長方形 ABCD の辺 AB，BC，CD，DA 上を秒速 2 

cm で回り続ける。また，点 Q は点 E を出発し，長方

形EFGHの辺EF，FG，GH，HE上を秒速 5 cmで

回り続ける。2 点 P，Q はそれぞれ 2 点 A，E を同時

に出発する。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（茨城県 2010年度） 

問１ 2点 P，Qが出発してから，1秒後における線分 PQの長さを求めなさい。 

問２ 2点 P，Qが出発してから，初めて PQ＝6 cmになるのは何秒後か求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ 秒後 

 

 

解答 

問１ 53 cm 

問２ 
3

22
秒後 

解説 

問２ 

初めて PQ＝6 cm となるのは Qが 1周して Pの真下に来るときだから 

x秒後とすると 

2x＝5x－(8×2＋3×2) 

3x＝22 

x＝
3

22
秒後 

 



【問 9】 

図１のような AB＝20 cmで，縦と横の長さの比が 1： 2 の長方形 ABCDの紙を，次の①，②のように折ります。 

① 辺 AD，BC の中点をそれぞれ M，N とします。図２のように，線分 BM，CM を折り目として，点 A，D

が重なり，線分 AM，DM がぴったり重なるように折って三角錐の形の容器をつくります。点 A，D の重

なった点をAとすると，点Aを頂点とし，△MBCを底面とする三角錐となります。 

② 重なった線分 AM，DM を離し，線分 MN をかきます。図３のように，改めて線分 BM，CM を折り目と

して立体にならないように折り重ねたときの点 A，D の移った点をそれぞれ E，F とします。線分 BE，

CFの交点は線分MN上にあり，この点を G とします。 

このとき，次の各問に答えなさい。 

（埼玉県 2010年度 前期） 

図１ 図２ 図３ 

 

 

問１ 図２でつくられた三角錐は右の図４のようになります。この三角錐の

容器の容積を求めなさい。ただし，根号はつけたままで答えなさ

い。 

問２ 図３において，△FMG と△NCGが合同であることを証明しなさい。 

問３ 図５のように，長方形 ABCD の紙の辺 AD 上に異なる点 H，I をとり，

線分 BH，CI を折り目として折ったとき，点 A，D の移った点が平面

HBCI上の点 Jで重なりました。四角形 HBCIの面積を求めなさい。 

図４ 

 

図５ 

 

 



解答欄 

 

問１ cm3 

問２ 

〔証明〕 

問３ cm2 

 

 
 



解答 

問１ 2
3

2000
cm3 

問２ 

〔証明〕 

△FMG と△NCGにおいて 

∠FGM＝∠NGC (対頂角) 

∠MFG＝∠CNG＝90°…① 

三角形の内角のうちの 

2組の角がそれぞれ等しいので 

∠FMG＝∠NCG…② 

またMD＝NCで紙を折っているので 

FM＝NC…③ 

よって①～③より 

1辺とその両端の角がそれぞれ等しいので 

△FMG≡△NCG 

問３ 400cm2 

解説 

問１ 

AB：AC：BC＝20：20： 220 ＝1：1： 2 より 

∠BAC＝90° 

また∠BAM＝CAM＝90°より 

この容器の容積は 

3

1
×△BAM×AC＝

3

1
×
2

1
×20× 210 ×20＝

3

22000
cm3 

問３ 

△JBCにおいて 

JB：JC：BC＝20：20： 220 ＝1：1： 2  

これより△JBCは∠BJC＝90°の直角二等辺三角形である。 

BCの中点 N と Jを結ぶと BN＝CN＝ 210 cm 

△JNC，△JNB も直角二等辺三角形なので JN＝ 210 cm 

また△JHIは∠HJI＝90°で 

∠JIH＝180°－∠JID＝180°－(360°－90°×2－45°)＝45°より 

JH：JI：IH＝1：1： 2 の直角二等辺三角形である。 

ADの中点M と Jを結ぶと HM＝IM，∠JMI＝90°より 

△JMH，△JMI も直角二等辺三角形となる。 

よって HM＝IM＝MJ＝20－ 210 cm 

よって四角形 HBCIの面積は 

△HBC＋△CHI 

＝
2

1
× 220 ×20＋

2

1
×(20－ 210 )×2×20 

＝ 2200 ＋20(20－ 210 ) 

＝ 2200 ＋400－ 2200  

＝400 cm2 

 



【問 10】 

図のような，容積が 6 の直方体の水そうに水が満たしてあります。この水そ

うを傾けて水をこぼし，いろいろな量の水を残す方法を考えます。3 の水を残

す方法はいくつかありますが，たとえば右の図のように，水面が 4点 A，B，G，

H を通る平面となるように傾けて水をこぼすと，水そうには 3 の水が残ります。

水そうに 1 の水を残す方法を 1つ考えます。下の      の中の     にあ

てはまる記号を書いて，その方法を完成させなさい。ただし，水そうの壁面の厚

さは考えないものとし，記号の順序は問いません。 

（埼玉県 2010年度 後期） 

水そうに 1 の水を残すには，水面が 3点    ，   ，   を通

る平面となるように傾けて水をこぼせばよい。 

 

 

 

 

解答欄 

 

3点       ，      ，      を通る平面 

 

 

解答 

3点  A  ， F  ， H  を通る平面 

 



【問 11】 

図１は，縦 10 cm，横 28 cm の長方形の紙を表している。この紙を 3 枚の長方形に切り分け，そのうちの 2 枚を

底面に，残りの 1 枚を折り曲げて側面全体にして四角柱を組み立てる。ただし，紙の厚さや，のりしろは考えないも

のとする。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（千葉県 2010年度） 

図１ 

 

問１ 図１の紙を，図２のように，(ア)，(イ)，(ウ) の長方形に切り分け，図３のように組み立てる。このときできる四角

柱の体積を求めなさい。 

図２ 

 

図３ 

 

 

 
 



問２ 図１の紙を，図２と違う切り分け方をして組み立てたところ，問１とは体積が異なる四角柱ができた。このとき，

3 枚の長方形に切り分けた線を図４にひきなさい。ただし，図４の点線は，縦，横ともに 1 cm 間隔でひかれ

ているものとする。 

図４ 

 

 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ 

 

 

 
 



解答 

問１ 200cm3 

問２ 

 

解説 

問１ 

(ア)と(イ)の長方形の横の長さを x cm とすると(ウ)の長方形の横の長さは 28－2x cm と表せる。 

四角柱に組み立てたとき長方形(ア)の周の長さは長方形(ウ)の横の長さと一致するから 

2x＋20＝28－2x 

4x＝8 

x＝2 

したがって求める体積は 2×10×10＝200 cm3 

問２ 

2つの底面は合同なので縦は 10÷2＝5 cm 

底面の横の長さを x cm とすると 

10＋2x＝28－x 

3x＝18 

x＝6 cm 

 



【問 12】 

ある中学校の数学の授業で，S さんが作った問題をみんなで考えた。 

次の各問に答えよ。 

（東京都 2010年度） 

［S さんが作った問題］ 

a，hを正の数とする。 

右の図１で，四角形 ABCDは 1辺の長さが a cmの正方形である。 

四角形 ABCDの 2つの対角線の交点をM とする。 

右の図２に示した立体は，図１の四角形 ABCD を，四角形 ABCD と垂直

な方向に，一定の距離だけ平行に動かしてできた直方体を表している。 

点Mが動いてできた線分の長さを h cm，この立体の体積を P cm3とする

とき，体積 Pを a，hを用いた式で表しなさい。 

図１ 

 

図２ 

 

問１ ［S さんが作った問題］で，Pを a，hを用いた式で表せ。 

先生は，［S さんが作った問題］をもとにして，次の問題を作った。 

［先生が作った問題］ 

a， を正の数とする。 

右の図３に示した立体は，図１の四角形 ABCD を，頂点 A，B を通る直線

を軸として 1回転させてできた円柱を表している。 

点Mが動いてできた円の周の長さを  cm， 

この立体の体積を V cm3とするとき，V＝a2 となることを確かめなさい。 

図３ 

 

問２ ［先生が作った問題］で，V， をそれぞれ a を使って表し，V＝a2 となることを証明せよ。ただし，円周率は

πとする。 

 



解答欄 

 

問１ P＝ 

 

〔証明〕 

V＝a2   

 

 

 



解答 

問１ P＝a2h 

問２ 

〔証明〕 

この立体は底面の半径が a cm高さが a cmの円柱であるから 

体積 Vは 

V＝πa2×a 

＝πa3…① 

また線分 AB と点M との距離は
2

a
cmであるから 

点Mが通ってできる円周の長さ は 

＝2π×
2

a
 

＝πa 

よって 

a2 ＝a2×πa 

＝πa3…② 

①，②より 

V＝a2   

解説 

問１ 

直方体の体積＝底面積×高さより 

P＝a2×h 

P＝a2h 

問２ 

円柱の体積は 

底面積×高さより 

V＝πa2×a＝πa3…(1) 

また点Mが動くと半径
2

a
cmの円周になるから 

＝2π×
2

a
＝πa…(2) 

(1)，(2)より V＝πa3＝a2×πa＝a2× ＝a2   

 



【問 13】 

図１に示した立体 ABCD－EFGHは，1辺の長さが 6 cmの立方体で

ある。辺 AE上にある点を P とする。頂点 F と頂点 H，頂点 F と点 P，頂

点H と点 Pをそれぞれ結ぶ。 

次の各問に答えよ。 

（東京都 2010年度） 

問１ 図１において，点 P が頂点 A に一致するとき，△PFH の内角で

ある∠FPHの大きさは何度か。 

問２ 図２は，図１において，頂点 C と頂点 F，頂点 C と頂点 H，頂点

C と点 P をそれぞれ結んだ場合を表している。AP＝3 cm のと

き，立体 P－CHFの体積は何 cm3か。 

 

図１ 

 

図２ 

 

解答欄 

 

問１ 度 

問２ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 60度 

問２ 54cm3 

解説 

問１ 

点 Pが点 Aに一致するとき正方形の対角線より PF＝FH＝PH 

よって△PFHは正三角形だから∠FPH＝60° 

問２ 

ACを結ぶ。 

立方体の体積＝(1辺)3 

角錐の体積＝
3

1
×底面積×高さを利用する。 

求める立体の体積は 

立方体－(三角錐 F－PEH)－(三角錐 C－HFG)－(三角錐 B－PFC)－(四角錐 C－APHD) 

＝63－
3

1
×
2

1
×6×6×3－

3

1
×
2

1
×6×6×6－

3

1
× 





2

1
×3×6＋ 




66

2

1
×× ×6 

－
3

1
× 





2

1
×3×6＋ 




66

2

1
×× ×6 

＝216－18－36－54－54 

＝54 cm3 

 



【問 14】 

図は，AD // BC，AD＝3 cm，BC＝6 cm，∠ABC＝90°の台形

ABCD を底面とし，AE＝BF＝CG＝DH＝4 cm を高さとする四角柱で

あり，四角形ABFEは正方形である。また，2点 I，Jはそれぞれ辺BC，

辺 GHの中点である。 

このとき，次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2010年度） 

問１ この四角柱の表面積を求めなさい。 

問２ この四角柱の表面上に，点 Iから辺 FGに交わるように点 Jまで線を引く。このような線のうち，長さが最も短

くなるように引いた線が，辺 FGに交わっている点を K とするとき，2点 A，K間の距離を求めなさい。 

 

 

 

解答欄 

 

問１ cm2 

問２ cm 

 

 

解答 

問１ 108 cm2 

問２ 34 cm 

解説 

問２ 

四角形 EFGH と四角形 FBCGを辺 FGはつなげたまま展開する。 

IJが最短より展開図上で線分 IJ と FG との交点が K となる。 

HI と FG との交点を L とおくと EH＝BI＝FL＝3 cm 

L と J，I と Gを結ぶと HL＝LI＝4 cm 

HJ＝JG より 

中点連結定理から LJ // IG，LJ：IG＝1：2 

よって LK：KG＝1：2 LK＝
3

1
LG＝

3

1
×3＝1 cm 

よって FK＝3＋1＝4 cm 

△EFKで三平方の定理より EK＝ 24 cm 

△AEKで三平方の定理より AK2＝( 24 )2＋42＝48 

AK＞0 より 

AK＝ 34 cm 

 



【問 15】 

図１のように，1 辺の長さが 4 cm の立方体があり，辺 BC，CD の中点をそれぞれ I，J とする。図２は図１の立方

体から 4 点 C，I，J，G を結んでできる三角すいを切り取ってできた立体であり，辺 IJ の中点を M とする。また，点

Pは，線分 GM上を，点 Gから点Mまで移動する点である。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（新潟県 2010年度） 

図１ 図２ 

 
 

問１ 図１の三角すい CIJGの体積を求めなさい。 

問２ 図２の線分 EG，線分 AMの長さを，それぞれ求めなさい。 

問３ 図２の線分 EPの長さが最も小さくなるとき，その長さを求めなさい。 

 



解答欄 

 

問１ cm3 

問２ 

EG＝              cm 

AM＝              cm 

問３ EP＝               cm 

 

 

解答 

問１ 
3

8
cm3 

問２ 

EG＝ 24 cm 

AM＝ 23 cm 

問３ EP＝
3

16
cm 

解説 

問２ 

EGは正方形の対角線だから EG＝ 2 EF＝ 24 cm 

△ABI，△ADJで 

三平方の定理を利用して AI＝AJ＝ 22 24 ＋ ＝ 52 cm 

△CBDで中点連結定理より IJ＝
2

1
BD＝

2

1
× 24 ＝ 22 cm 

Mは中点より IM＝JM＝ 2 cm 

△AIJは二等辺三角形だから AM⊥IJ 

よって△AMIで 

三平方の定理より AM＝ 22 )2()52( － ＝ 23 cm 

問３ 

EPが最も短くなるとき EP⊥GM 

△EGMの面積から
2

1
×EG×AE＝

2

1
×GM×EP GM＝AM＝ 23 cmだから 

2

1
× 24 ×4＝

2

1
× 23 ×EP EP＝

3

16
cm 

 



【問 16】 

図のように，EF＝6 cm，EH＝5 cm，DH＝4 cm の直方体 ABCD－

EFGH の容器に水が入っている。この容器を静かに傾けて，水を流し出すと

き，次の問いに答えなさい。ただし，容器の厚さは考えないものとする。 

（富山県 2010年度） 

(1) 辺 EF，HGの中点をそれぞれ P，Q とする。右の図のように，辺 EHを

水平な台につけ，水を流し出したところ，水面が四角形 APQD となっ

た。このとき，四角形 APQD はどのような四角形になるか，次のア～エ

から最も適切なものを選び，記号で答えなさい。 

ア 正方形 

イ 長方形 

ウ ひし形 

エ 平行四辺形 

(2) (1)の状態から，右の図のように，点 Eを水平な台につけ，水を流し出し

たところ，水面が△AFH となった。このとき，(1)の状態から，流れ出た

水の体積を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm3 

 

 
 



解答 

(1) ア 

(2) 10 cm3 

解説 

(2) 

三角柱 AEP-DHQの体積は 

×4×3×5＝30 cm3 

三角すい A-HEFの体積は 

× ×5×6×4＝20 cm3 

よって流れ出た水の体積は 

30－20＝10 cm3 

 

2

1

3

1

2

1



【問 17】 

図のように，AB＝16 cm，AD＝8 cm，AE＝18 cmの直方体 ABCD

－EFGHがある。点 P，Qは頂点Aを同時に出発し，点 Pは毎秒 2 cm

の速さで辺 AB 上を B まで，点 Q は毎秒 1 cm の速さで，辺 AD 上を

D まで動く。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（石川県 2010年度） 

問１ 点 P，Q が頂点 A を出発してから 1 秒後のとき，線分 PQ の長

さを求めなさい。 

問２ 点 P，Qが頂点 Aを出発してから 3秒後のとき，三角錐 EAPQの体積を求めなさい。 

問３ 線分 PE と線分 QEの中点をそれぞれM，N とする。P，Qが A を出発して 4秒後から 6秒後までの 2秒

間に線分MNが通ってできる部分の面積を求めなさい。なお，途中の計算も書くこと。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm3 

問３ 

〔計算〕 

答           cm2 

 

 
 



解答 

問１ 5 cm 

問２ 54cm3 

問３ 

〔計算〕 

辺 AEの中点を L とすると 

4秒後の△LMNの面積
2

1
×4×2＝4 

6秒後の△LMNの面積
2

1
×6×3＝9 

9－4＝5 

答 5 cm2 

解説 

問１ 

P，Qが Aを出発して 1秒後 

AP＝2×1＝2 cm，AQ＝1 cm 

△APQは∠PAQ＝90°より 

三平方の定理を利用して PQ＝ 22 12 ＋ ＝ 5 cm 

問２ 

P，Qが Aを出発して 3秒後 

AP＝2×3＝6 cm，AQ＝3 cm 

三角錐 EAPQの体積は 

3

1
×△APQ×EA＝

3

1
×
2

1
×6×3×18＝54 cm3 

問３ 

AEの中点を L とおく。 

PM：ME＝QN：NE＝AL：LE＝1：1だから 

△LMNは Lを通る四角形 ABCDに平行な平面上にあるといえる。 

中点連結定理より 

4秒後 

LM＝
2

1
AP＝

2

1
×2×4＝4 cm 

LN＝
2

1
AQ＝

2

1
×4＝2 cm 

△LMN＝
2

1
×4×2＝4 cm2 

6秒後 

LM＝
2

1
AP＝

2

1
×2×6＝6 cm 

LN＝
2

1
AQ＝

2

1
×6＝3 cm 

△LMN＝
2

1
×6×3＝9 cm2 

よって求める面積は 9－4＝5 cm2 

 



【問 18】 

図１は，底面の円の半径が 3 cm，母線の長さが 6 cmの円錐で，点 Oは底面の

円の中心，線分 ABは底面の円の直径である。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（山梨県 2010年度） 

問１ 図１の円錐の側面の展開図はおうぎ形になる。このおうぎ形の中心角の大き

さを求めなさい。 

問２ 図２は，図１の円錐の底面の円周上に∠AOP＝120°となるように点 P をと

り，ひもの長さが最も短くなるように，点Aから円錐の側面にそって点 Pまで

ひもをかけたものである。このとき，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) ひもの長さを求めなさい。 

(2) 図３は，図２の側面のうち，ひもと底面の円周とで囲まれた部分を示したも

のである。この部分の面積を求めなさい。 

問３ 図４は，図１の底面の円周上に点 A と異なる点 Q をとり，ひもの長さが最も

短くなるように，点 A から円錐の側面にそって点 Q までひもをかけ，さらに

点 Q から反対側の側面にそって点 A までひもをかけたものである。側面の

うち，ひもと底面の円周とで囲まれた部分の面積の和が，最も小さくなるよう

に点 Qをとったとき，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) ∠AOQの大きさを求めなさい。 

(2) 面積の和を求めなさい。 

 

図１ 

 

図２ 

 

図３ 

 

図４ 

 

 



解答欄 

 

問１  

問２ 

(1) cm 

(2) cm2 

問３ 

(1) ∠AOQ＝ 

(2) cm2 

 

 

解答 

問１ 180° 

問２ 

(1) 6 cm 

(2) (6π－ 39 ) cm2 

問３ 

(1) ∠AOQ＝180° 

(2) (18π－36) cm2 

解説 

問２ 

(1) 

180°×
360

120
＝60°より 

展開図において側面のおうぎ形の中心角を 60°にしたときの弦 APがひもの長さとなる。 

おうぎ形の中心を T とすると TA＝TP＝6 cm，∠ATP＝60°より 

△ATPは正三角形になるので AP＝6 cm 

(2) 

求める面積は半径 6 cm，中心角 60°のおうぎ形から 

正三角形 TAPの面積をひいたものである。 

正三角形 TAPにおいて Tから APに垂線 TXをひく。 

AX＝PX＝3 cm，TX＝ 3 AX＝ 33 cm 

よって求める面積はπ×62×
360

60
－
2

1
×6× 33 ＝6π－ 39 cm2 

問３ 

(1) 

側面のおうぎ形は半径が 6 cmの半円である。 

かげをつけた部分の面積はその半円から底辺を半円の直径とする三角形を除いたものだから 

面積が最も小さくなるのは三角形の面積つまり高さが最も大きくなるときである。 

だから Qが B と一致するとき。 

よって∠AOQ＝180° 

(2) 

面積の和は
2

1
×π×62－

2

1
×12×6＝18π－36 cm2 

 



【問 19】 

図は，AB // DC の台形で，AB＝3 cm，DC＝5 cm，AD＝4 cm，∠ABC＝∠BCD＝

90°である。 

（長野県 2010年度） 

(1) 辺 BCの長さを求めなさい。 

(2) 直線 AB を軸として 1回転させてできる立体をア，直線 DC を軸として 1回転させて

できる立体をイとする。このとき，アとイの体積についてまとめた次の文の，Ⅰ  にはア

とイのいずれかの記号を，Ⅱ  には当てはまる値を書きなさい。ただし，円周率はπとする。 

アとイの体積を比べると，Ⅰ  の方が Ⅱ  cm3大きい。 

 

 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) 

Ⅰ  

Ⅱ cm3 

 

 

解答 

(1) 32 cm 

(2) 

Ⅰ ア 

Ⅱ 8π cm3 

解説 

(1) 

Aから CDに垂線 AHをひく。 

DH＝5－3＝2 cm 

△ADHで 

三平方の定理より AH＝ 22 24 － ＝ 32 cm 

よって BC＝AH＝ 32 cm 

(2) 

立体アの体積は 

π×( 32 )2×5－
3

1
×π×( 32 )2×2＝60π－8π＝52π cm3 

立体イの体積は 

π×( 32 )2×3＋
3

1
×π×( 32 )2×2＝36π＋8π＝44π cm3  

52π－44π＝8π cm3 

よってアの方が 8πcm3大きい。 

 



【問 20】 

図の立体は，AB＝AD＝6 cm，AE＝7 cm の直方体である。面

ABCD において，2 つの対角線 AC と BD の交点を I とする。また，点

Pは線分 ID上の点である。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（静岡県 2010年度） 

問１ 四角すい PEFGHの体積を求めなさい。 

問２ 3点 A，P，Cが，点 B を中心とする同じ円の円周上にあるとき，∠APCの大きさは何度か。180°より小さい

角で答えなさい。 

問３ △PEGが正三角形となるときの，IPの長さを求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ 度 

問３ cm 

 

 
 



解答 

問１ 84cm3 

問２ 135度 

問３ 5 cm 

解説 

問２ 

∠ABC＝90°より円周角の定理を利用して∠APC＝
2

1
(360°－90°)＝135° 

問３ 

△PEGが正三角形になるので 

PE＝PG＝EG＝ 2 EF＝ 26 cm 

△APEで 

三平方の定理より AP＝ 22 7)26( － ＝ 23 cm 

△APIにおいて 

∠AIP＝90°，AI＝
2

26
＝ 23 cmだから 

三平方の定理を利用して IP＝ 22 )23()23( － ＝ 5 cm 

 



【問 21】 

図１のように，高さがともに 24 cm である円すい形の容

器 A と，正四角柱の鉄のおもり B がある。容器 A を底面

が水平になるようにして水で満たし，その中に鉄のおもり B

を底面を水平にして静かに沈めたところ，図２のようにおも

り B はその高さの
2

1
まで沈んだところで容器 A に 4 点で

触れて静止した。あふれ出た水の体積が 600 cm3 であっ

たとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。ただし，容器 A の厚さは考えないものとする。円周率はπとする。また，答

えは根号をつけたままでよい。 

（愛知県 2010年度 A） 

(1) おもり Bの底面の正方形の 1辺の長さは何 cmか，求めなさい。 

(2) 容器 Aの側面積は何 cm2か，求めなさい。 

図１ 図２ 

 
 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm2 

 

 

解答 

(1) 25 cm 

(2) 260π cm2 

解説 

(1) 

あふれ出た水の体積はおもりの半分の体積と等しいから 

正方形の 1辺を x cm とすると 

x2×12＝600 

x2＝50 

x＞0だから 

x＝ 25 cm 

(2) 

平行線と線分の比の定理より 

容器 Aの底面の直径 ： 正方形の対角線＝24：12 

容器 Aの底面の直径： 25 × 2 ＝2：1 

容器 Aの底面の直径＝20 cm 

容器 Aの底面の半径は 10 cm 

三平方の定理より側面のおうぎ形の半径の長さは 22 2410 ＋ ＝26 cm 

よって側面積は
2

1
×2π×10×26＝260π cm2 

 



【問 22】 

図で，四角形 ABCD は長方形，E は辺 BC 上の点で，

BE＝
4

1
BC，四角形 BFGEは正方形である。またH，Iは

それぞれ辺 AB，AD 上の点で，AH＝
3

1
AB，AI＝

8

1
AD

である。この図から△AHI と合同な 8 つの三角形 (図の

部分) を切り取って，底面が正方形で，底面に隣り合

う面が 4つの長方形，残りの面が 4つの二等辺三角形であ

る九面体の展開図をつくる。AB＝15 cm，BC＝24 cmのと

き，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。答えは根号をつけた

ままでよい。 

（愛知県 2010年度 B） 

(1) 線分 HB，EG の中点をそれぞれ P，Q とする。この展開図を組み立てて九面体をつくったとき，線分 PQ の

長さは何 cmか，求めなさい。 

(2) この展開図を組み立ててできる九面体の体積は何 cm3か，求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm3 

 

 
 



解答 

(1) 70 cm 

(2) 408 cm3 

解説 

(1) 

PQは直角三角形 PBQの斜辺になる。 

また BQは直角三角形 BEQの斜辺である。 

BE＝
4

24
＝6 cm，EQ＝

2

6
＝3 cm より 

三平方の定理を利用して BQ＝ 22 36 ＋ ＝ 53 cm 

PB＝
3

15
＝5 cm より 

PQ＝ 22 )53(5 ＋ ＝ 70 cm 

(2) 

九面体は正四角柱と正四角錐でできている。 

正四角錐の底面の正方形の 1辺は 6 cm より対角線は 26 cm 

側面の二等辺三角形の等しい辺の長さは 22 35 ＋ ＝ 34 cm 

高さは
2

2

2

26
)34( 








－ ＝4 cm 

よって求める体積は 6×6×10＋
3

1
×6×6×4＝360＋48＝408 cm3 

 



【問 23】 

図１のように，各辺の長さがすべて 4 cm の正四角すい ABCDE

があり，辺 BCの中点をM とする。 

このとき，次の各問いに答えなさい。なお，各問いにおいて，答え

に がふくまれるときは， の中をできるだけ簡単な数にしなさ

い。 

（三重県 2010年度） 

(1) 底面 BCDEの対角線 BDの長さを求めなさい。 

(2) この正四角すい ABCDEの体積を求めなさい。 

(3) 図２のように，この正四角すい ABCDE の側面に，点 M から

頂点 E まで，辺 AC，辺 AD に交わるようにひもをかける。か

けたひもの長さがもっとも短くなるときのひもの長さを求めなさい。 

 

図１ 

 

図２ 

 

解答欄 

 

(1) BD＝              cm 

(2) cm3 

(3) cm 

 

 
 



解答 

(1) BD＝ 24 cm 

(2) 
3

232
cm3 

(3) 2 13 cm 

解説 

(2) 

正方形 BCDEの対角線の交点を H とすると BH＝
2

24
＝ 22 cm 

AB＝AD より AH⊥BD 

△ABHにおいて 

三平方の定理より AH＝ 22 )22(4 － ＝ 8 ＝ 22 cm 

よって求める体積は
3

1
×42× 22 ＝

3

232
cm3 

(3) 

△ABC と△ACD と△ADEを AC，ADをつなげたまま展開する。 

ひもがもっとも短くなるのはこの展開図の一部で EMが直線になるときである。 

△EMBは，MB＝2 cm，EB＝8 cm，∠MBE＝60°の三角形で 

Mから EBに垂線MKをひくと  

BK＝
2

MB
＝
2

2
＝1 cm 

MK＝ 3 BK＝ 3 cm 

EK＝8－1＝7 cm 

EM＝ 22 7)3( ＋ ＝ 52 ＝ 132 cm 

 



【問 24】 

図１のように，ＡＢ＝8 cm，ＢＣ＝9 cm，ＤＡ＝3 cm，∠ＡＤＣ＝∠ＢＣ

Ｄ＝90°である台形ＡＢＣＤがあり，線分ＢＡを延長した直線と線分ＣＤを

延長した直線との交点をＥとする。 

このとき，次の問１・問２に答えよ。ただし，円周率はπとする。 

（京都府 2010年度） 

問１ 線分ＣＤの長さを求めよ。また，線分ＤＥの長さを求めよ。 

問２ 図１の台形ＡＢＣＤを線分ＣＤを軸として 1 回転させてできる立体は，右の図２のようになる。この立体の体積

を求めよ。 

 

図１ 

 

図２ 

 

解答欄 

 

問１ 

ＣＤ＝             cm 

ＤＥ＝             cm 

問２ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 

ＣＤ＝ 72 cm 

ＤＥ＝ 7 cm 

問２ π778 cm3 

解説 

問１ 

ＡからＢＣに垂線をひきその交点をＨとする。 

ＣＨ＝ＤＡ＝3 cm，ＢＨ＝9－3＝6 cm 

△ＡＢＨで 

三平方の定理よりＡＨ＝ 22 68 － ＝ 72  cm ＣＤ＝ＡＨ＝ 72 cm 

ＡＤ//ＢＣより 

ＤＥ：(ＤＥ＋ＤＣ)＝ＡＤ：ＢＣ 

ＤＥ：(ＤＥ＋ 72 )＝3：9 

9ＤＥ＝3ＤＥ＋ 76  

6ＤＥ＝ 76  

ＤＥ＝ 7 cm 

問２ 

求める体積は 

△ＥＢＣを回転させてできる円錐から△ＥＡＤを回転させてできる円錐を除いたものだから 

3

1
×π×92×( 7 ＋ 72 )－

3

1
×π×32× 7  

＝ 781 π－ 73 π 

＝ 778 π cm3 

 



【問 25】 

図１，図２において，立体 ABC－DEF は三角柱である。△ABC と△DEF は，

合同な正三角形であり，AB＝2 cmである。四角形 ADEB，BEFC，ADFCは合

同な長方形であり，AD＝4 cmである。 

次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ形になる場合は，その形のままで

よい。 

（大阪府 2010年度 前期） 

問１ 図１において， 

(1) 次のア～オのうち，辺ABと平行な辺，辺ABとねじれの位置にある辺は

それぞれどれですか。一つずつ選び，記号を書きなさい。 

ア 辺 BC 

イ 辺 CA 

ウ 辺 CF 

エ 辺 AD 

オ 辺 DE 

(2) 三角柱 ABC－DEFの表面積を求めなさい。求め方も書くこと。 

問２ 図２において，Gは辺 AD上にあって A，D と異なる点である。Hは，Gを

通り辺DEに平行な直線と直線AEとの交点である。Iは，Gを通り辺DF

に平行な直線と直線 AF との交点である。H と I とを結ぶ。AG＝x cm と

し，0＜x＜4 とする。線分HIの長さを xを用いて表しなさい。 

 

図１ 

 

図２ 

 

 



解答欄 

 

問１ 

(1) 

平行な辺 

ねじれの位置にある辺 

 

〔求め方〕 

答え            cm2

 

問２ cm 

 

 

 



解答 

問１ 

(1) 

平行な辺 オ 

ねじれの位置にある辺 ウ 

(2) 

〔求め方〕 

Aから辺 BCにひいた垂線と辺 BC との交点を J とすると 

AJ＝ 3 cmだから 

△ABCの面積は 

2

1
×BC×AJ＝ 3 cm2 

また長方形 ADEBの面積は 

AD×AB＝8 cm2 

よって三角柱 ABC－DEFの表面積は 

3 ×2＋8×3＝24＋ 32 cm2 

答え 24＋ 32 cm2 

問２ 
2

1
x cm 

解説 

問１ 

(2) 

四角形 ADEB≡四角形 BEFC≡四角形 ADFC より 

AB＝BC＝CA 

よって△ABCは 1辺が 2 cmの正三角形である。 

∠BACの二等分線をひき BC との交点を K とすると 

AK⊥BC，BK＝CK＝
2

2
＝1 cm 

△ABKにおいて∠AKB＝90°，∠ABK＝60°だから 

AK＝ 3 BK＝ 3 cm 

よって△ABC＝
2

1
×2× 3 ＝ 3 cm2 

したがって三角柱の表面積は 2× 3 ＋3×4×2＝24＋ 32 cm2 

問２ 

GH // DE より 

AH：HE＝AG：GD 

GI // DF より 

AI：IF＝AG：GD 

よって AH：HE＝AI：IF より 

HI // EF 

HI：EF＝AH：AE＝AG：AD 

HI：2＝x：4 

4HI＝2x 

HI＝
2

1
x cm 

 



【問 26】 

写真のような鉛筆立てをモデルにした問題である。図１，図２において，

立体 ABCD－EFGHは直方体である。AB＝4 cm，AD＝2 cmであり，

AE＝a cm とする。 

次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ形になる場合は，その形

のままでよい。 

（大阪府 2010年度 後期） 

問１ 図１において， 

(1) 直方体 ABCD－EFGHの体積を aを用いて表しなさい。 

(2) 次のア～オのうち，面AEFBと平行な辺はどれですか。すべて

選び，記号を書きなさい。 

ア 辺 AD 

イ 辺 BC 

ウ 辺 CG 

エ 辺 FG 

オ 辺 GH 

問２ 図２は，a＝5であるときの状態を示している。図２において，Iは，直線 CE上にあって Cについて E と反対

側にある点であり，EI＝10 cmである。Jは，Iから直線 EGにひいた垂線と直線 EG との交点である。この

とき，CG // IJである。 

(1) 線分 CEの長さを求めなさい。 

(2) 線分 IJの長さを求めなさい。求め方も書くこと。必要に応じて解答欄の図を用いてもよい。 

 

 

図１ 

 

図２ 

 

 



解答欄 

 

問１ 

(1) cm3 

(2)  

問２ 

(1) cm 

(2) 

〔求め方〕 

答え          cm
 

 

 

 
 



解答 

問１ 

(1) 8a cm3 

(2) ウ，オ 

問２ 

(1) 53 cm 

(2) 

〔求め方〕 

CG // IJだから 

CG：IJ＝EC:EI＝ 53 ：10 

よって IJ＝
53

10
CG 

＝ 5
3

10
cm 

答え 5
3

10
cm

 
解説 

問２ 

(1) 

三平方の定理より CE＝ 222 542 ＋＋ ＝ 53 cm 

(2) 

CG // IJ より平行線と線分の比の定理から 

CG：IJ＝EC：EI 

5：IJ＝ 53 ：10 

53 IJ＝50 

IJ＝ 5
3

10
cm 

 



【問 27】 

右の写真のような紙パック飲料をモデルにした問題である。図１～図３

において，立体 ABCD－EFGH は直方体であり，AB＝4 cm，AD＝3 

cm，AE＝6 cmである。 

次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ形になる場合は，その形

のままでよい。 

（大阪府 2010年度 後期） 

問１ 図１において，I は，辺 AE 上にあって A，E と異なる点である。

E と G，I と G とをそれぞれ結ぶ。IG＝6 cmである。 

(1) 線分 EGの長さを求めなさい。 

(2) E と直線 IG との距離を求めなさい。求め方も書くこと。必要に

応じて解答欄の図を用いてもよい。 

問２ 図２，図３において，J，K は，それぞれ辺 AD，AB 上の点であ

り，AJ＝AK＝1 cmである。Lは，Jを通り辺 ABに平行な直線

と Kを通り辺 ADに平行な直線との交点である。 

(1) 図２において，Mは，直線 LG上にあって Lについて G と反

対側にある点であり，MG＝10 cmである。Nは，辺 AE上に

あって A，E と異なる点である。O，P，Q はそれぞれ辺 BF，

CG，DH 上にあって，NE＝OF＝PG＝QH となる点である。

NE＝x cm とし，0＜x＜6 とする。このとき，4 点 N，O，P，Q

は同じ平面上にあって，この 4 点を結んでできる四角形

NOPQ は長方形である。R は，平面 NOPQ と直線 MG との

交点である。 

① 線分MLの長さを求めなさい。 

② 線分 RGの長さを xを用いて表しなさい。 

(2) 図３は，図２中の直方体 ABCD－EFGHを直線 EHを軸とし

て回転させた状態を示している。図３において，S は，辺 EH

上の点であり，ES＝1 cm である。T は，直線 LS 上にあって

L について S と反対側にある点であり，TS＝10 cm である。

U，V は，それぞれ辺 AE，DH の中点である。このとき，4 点

U，F，G，V は同じ平面上にあって，この 4 点を結んでできる

四角形 UFGV は長方形である。W は，平面 UFGV と直線

TS との交点である。線分WSの長さを求めなさい。 

 

 

図１ 

 

図２ 

 

図３ 

 

 



解答欄 

 

問１ 

(1) cm 

(2) 

〔求め方〕 

cm
 

 

問２ 

(1) 

① cm 

② cm 

(2) cm 

 

 
 



解答 

問１ 

(1) 5 cm 

(2) 

〔求め方〕 

∠IEG＝90°だから 

IE2＝IG2－EG2 

IE＝y cm とすると 

y2＝62－52＝11 

これを解くと 

y＞0 より 

y＝ 11  

Eから直線 IGにひいた垂線と直線 IG との交点を X とし△IEGの面積を考えると 

2

1
×IG×EX－

2

1
×EG×IE 

EX＝z cm とすると 

2

1
×6×z－

2

1
×5× 11  

これを解くと z＝ 11
6

5
 

答え 11
6

5
cm 

問２ 

(1) 

① 3 cm 

② 
6

7
x cm 

(2) 37
9

4
cm 

解説 

問２ 

(1) 

① 

EH上に E J＝1 cm となる点 J，EF上に EK＝1 cm となるKとする。 

Jを通り EFに平行な直線とKを通り EHに平行な直線との交点をLとする。 

三平方の定理より GL＝ 22 )14()13( －＋－ ＝ 31 cm 

GL＝ 22 6)31( ＋ ＝7 cm 

ML＝10－7＝3 cm 

② 

Rから GLに垂線をひき交点をRとする。 

RR // LLより RG：LG＝RR：LL＝x：6 

よって RG＝
6

x
LG＝

6

x
×7＝

6

7
x cm 

(2) 

BC上に BX＝1 cm となる点 X，FG上に FY＝1 cm となる点 Yをとり平面 JSYX上で考える。 

三平方の定理より LS＝ 22 61 ＋ ＝ 37 cm 

直線 YW と UVの交点を Z とし YZの延長線と XJの延長線の交点をYとする。 

Y J：YS＝JZ：ZS＝1：1 

よって Y J＝YS＝4 cm 

WS：WL＝SY：LY＝4：5 

よってWS＝
9

4
LS＝

9

4
× 37 ＝ 37

9

4
cm 

 



【問 28】 

高さが等しい 2 つの直方体Ａ，Ｂがある。直方体Ａの底面は一辺 5 cm の正方形で，直方体Ｂの底面は一辺 10 

cmの正方形である。図１のような直方体Ａ，Ｂを合わせた立体物を，図２のような底面が一辺 15 cmの正方形である

水の入った直方体の水そうに沈め，水面の変化を調べた。 

図１ 図２ 

 

次の問いに答えなさい。ただし，立体物は水に浮くことはなく，水そうの厚さは考えないものとする。また，図３の㋐

～㋓は，水そうに立体物を入れたときのようすを正面から見た図である。 

（兵庫県 2010年度） 

問１ 図３の㋐の水そうに，図３の㋑のように立体物を沈めると，水面が 7 cm上がり，水の深さと立体物の高さがち

ょうど同じになった。立体物の体積は何 cm3か，求めなさい。 

図３ 水そうの正面図 

 

問２ 図３の㋑の状態のとき，水の深さは何 cmか，求めなさい。 

問３ 図３の㋑の状態のとき，誤って水を少しこぼしてしまったため，図３の㋒のようになった。そこで，こぼした水の

体積を調べるため，図３の㋓のように立体物をひっくり返して入れなおしたところ，図３の㋒より水面が 3 cm

上がった。こぼした水の体積は何 cm3か，求めなさい。 

 



解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

問３ cm3 

 

 

解答 

問１ 1575 cm3 

問２ 25.2 cm 

問３ 1000 cm3 

解説 

問２ 

A と Bの立体の高さを x cm とする。 

52×x＋102×x＝1575 

125x＝1575 

x＝12.6 cm 

よって水の深さは 12.6×2＝25.2 cm 

問３ 

㋑と㋒の水面の高さの違いを y cm とする。 

152×y－102y＝152(y－3)－52(y－3) y＝8 cm 

よってこぼした水の量は 152×8－102×8＝1000 cm3 

 



【問 29】 

図１のように，1 辺の長さが 4 cm の，透明なガラス板をはり合

わせて組み立てられた正四面体 OABC において，辺 AB，辺

OB，辺 OC，辺 ACの中点をそれぞれ P，Q，R，S とする。 

このとき，次の各問いに答えなさい。ただし，ガラス板の厚みは

考えないものとする。 

（鳥取県 2010年度） 

問１ OPの長さを求めなさい。 

問２ △OPCの面積を求めなさい。 

問３ 四面体 OPCAの体積を求めなさい。 

問４ 図１の正四面体 OABC を図２のように展開するとき，頂点 O と一致する点を①，②，③からすべて選び，番

号で答えなさい。 

問５ 図１の正四面体 OABC 上に，点 P と点 Q，点 Q と点 R，点 R と点 S，点 S と点 P を結ぶ線分をそれぞれ

油性マーカーでかいた後に，図３のように展開するとき，油性マーカーでかかれた線分の見え方を，定規を

用いて解答用紙の図の中にかきなさい。なお，図３および解答欄の〔図〕の・は図１の正四面体のそれぞれ

の辺の中点を表すものとする。 

 

図１ 

 

図２ 

 

図３ 

 

 



解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm2 

問３ cm3 

問４  

問５ 

 

 

 

解答 

問１ 32 cm 

問２ 24 cm2 

問３ 
3

28
cm3 

問４ ②，③ 

問５ 

 

解説 

問２ 

△OPCは OP＝CP＝ 32 cmの二等辺三角形なので PR⊥OC 

よって PR＝ 22 2)32( － ＝ 8 ＝ 22 cm 

△OPC＝
2

1
×4× 22 ＝ 24 cm2 

問３ 

△OPC⊥△ABCだから Oから△ABCに垂線 OHをひくと Hは CP上にある。 

△OPC＝ 24  cm2より 

2

1
× 32 ×OH＝ 24  

OH＝
3

64
cm 

よって四面体 OPCAの体積は
3

1
×△APC×OH＝

3

1
×
2

1
×2× 32 ×

3

64
＝

3

28
cm3 

 



【問 30】 

図は，ある立体の展開図である。 

次の(1)～(3)に答えなさい。 

（島根県 2010年度） 

(1) この展開図をもとにして立体をつくるとき，頂点 A と重なり合う

点すべてに○をつけなさい。 

(2) この立体の体積を求めなさい。 

(3) この立体をいくつか組み合わせて，できるだけ小さい立方体をつくりたい。このとき，この立体は全部で何

個必要か，答えなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) 

 

(2) cm3 

(3) 個 

 

 
 



解答 

(1) 

 

(2) 96 cm3 

(3) 18個 

解説 

(2) 

台形の上底は 4 cm高さは 4 cm 

Aから下底に垂線をひくと 1辺が 4 cmの正方形と等しい辺が 4 cmの直角二等辺三角形に分かれるので 

台形の面積は 42＋
2

1
×4×4＝16＋8＝24 cm2 

よって求める体積は 24×4＝96 cm3 

 



【問 31】 

図のような直方体があり，AD＝6 cm，DC＝4 cmである。点 E と点 G を結び，線

分 EG の中点を I とし，点 A と点 I，点 D と点 I をそれぞれ結ぶ。△AID の面積が

21 cm2であるとき，次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

（香川県 2010年度） 

(1) 点 A と点 Cを結ぶ線分 ACの長さは何 cmか。 

(2) この直方体の体積は何 cm3か。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm3 

 

 

解答 

(1)  2 13 cm 

(2)  72 5 cm3 

解説 

(2) 

△AEI と△DHIは合同なので AI＝DI 

Iから ADに垂線 IKをひくと 

△AID＝21cm2より
2

1
×6×IK＝21 IK＝7 cm 

また AK＝DK EHの中点をM とおくと IM＝
2

4
＝2 cm 

△KMIは∠KMI＝90°の直角三角形なので 

三平方の定理を利用して KM＝ 22 27 － ＝ 45 ＝ 53 cm 

よって求める体積は 4×6× 53 ＝ 572 cm3 

 



【問 32】 

図は，点 A，B，C，D，E を頂点とし，AB＝AC＝AD＝AE＝BC＝CD＝

DE＝8 cm，BE＝10 cm，BE // CDの四角すいを表している。 

次の問１～問３の     の中にあてはまる最も簡単な数を記入せよ。ただ

し，根号を使う場合は の中を最も小さい整数にすること。 

（福岡県 2010年度） 

問１ 図に示す立体において，辺 BC とねじれの位置にある辺は全部で      本  ある。 

問２ 図に示す立体において，△ABDの面積は     cm2
  である。 

問３ 図に示す立体において，辺 BC上に BF＝5 cm となる点 Fをとり，辺 ED上に EG＝3 cm となる点 Gをと

る。辺 AC 上に点 P，辺 AD 上に点 Q を，FP＋PQ＋QG の長さが最も短くなるようにとる。このとき，FP＋

PQ＋QGの長さは      cm  である。 

 

 

 

解答欄 

 

問１ 本 

問２ cm2 

問３ cm 

 

 
 



解答 

問１ 2 

問２ 712  

問３ 37  

解説 

問２ 

Cから BEに垂線をひき交点を H とする。 

BH＝(10－8)÷2＝1 cm 

三平方の定理より CH＝ 22 18 － ＝ 73 cm 

よって△CBD＝
2

1
×8× 73 ＝ 712 cm2 

△ABD と△CBDは 3辺がそれぞれ等しいので合同だから 

△ABD＝ 712 cm2 

問３ 

3つの正三角形△ABC，△ACD，△ADEをつなげた展開図の一部，四角形 BCDEで考える。 

FP＋PQ＋QGが最短になるのは FGが直線になるとき 

F，Gからそれぞれ BEに垂線をひき交点をそれぞれ R，S とする。 

BF＝5 cm より 

BR＝
2

5
cm，FR＝

2

35
cm GE＝3 cm より 

SE＝
2

3
cm，GS＝

2

33
cm 

よって FG＝
22

2

33

2

35

2

3

2

5
88 















 －＋－－＋ ＝ 22 )3(12 ＋ ＝ 37 cm 

 



【問 33】 

図のように，底面の半径が 3 cm の円すいの中に，底面の半径が 1 

cm，高さが 4 cmの円柱がある。円柱の上面は円すいの側面に接し，

底面は円すいの底面に固定されている。 

このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

（佐賀県 2010年度 前期） 

(1) 円すいの高さを x cm とするとき，xの値を求めなさい。 

(2) 円すいから円柱を除いた部分の体積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) 6 

(2) 14π cm3 

解説 

(1) 

平行線と比の性質より 

1：3＝(x－4)：x 

3(x－4)＝x 

3x－12＝x 

2x＝12 

x＝6 

(2) 

求める体積は
3

1
×π×32×6－π×12×4＝18π－4π＝14π cm3 

 



【問 34】 

図のような円すいの展開図がある。側面の展開図は，半

径が 6 cm，中心角が 240°のおうぎ形である。 

このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

（佐賀県 2010年度 後期） 

(1) 底面の半径を求めなさい。 

(2) 円すいの体積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) 4 cm 

(2) 
3

532
π cm3 

 



【問 35】 

図のように，底面が EF // HG，∠EFG＝90°の台形 EFGHである

四角柱がある。 

BC＝BF とするとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（佐賀県 2010年度 後期） 

問１ 辺ABとねじれの位置にある辺はどれか，すべて答えなさい。 

問２ AC＝AFであることを証明しなさい。 

問３ AB＝8 cm，CD＝4 cm，DA＝ 34 cm とするとき，次の(1)～(3)の各問いに答えなさい。 

(1) 辺 BCの長さを求めなさい。 

(2) AGの長さを求めなさい。 

(3) △ACFの面積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１  

問２ 

 

 

問３ 

(1) cm 

(2) cm 

(3) cm2 

 

 

 



解答 

問１ CG，DH，FG，EH 

問２ 

△ABC と△ABFで 

BC＝BF…① 

共通な辺だから 

AB＝AB…② 

∠ABC＝∠EFG＝90°で 

角柱の側面は長方形だから 

∠ABF＝90° 

よって∠ABC＝∠ABF…③ 

①，②，③から 

2辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

△ABC≡ △ABF 

よって AC＝AF 

問３ 

(1) 24 cm 

(2) 28 cm 

(3) 516 cm2 

解説 

(3) 

AC＝AF＝ 22 )24(8 ＋ ＝ 64 cm 

CF＝ 24 × 2 ＝8 cm 

AC＝AF より 

Aから CFに垂線 AMをひくと 

CM＝FM＝
2

8
＝4 cm 

AM＝ 22 4)64( － ＝ 54 cm 

△ACF＝
2

1
×8× 54 ＝ 516 cm2 

 



【問 36】 

図１，図２のように，底面 ABCDが 1辺の長さ 2 cmの正方形である

正四角すい OABCDがある。また，正四角すい OABCDの高さは 3

cmである。 

このとき，次の問いに答えなさい。 

（長崎県 2010年度） 

問１ 正四角すい OABCDの体積は何 cm3か。 

問２ 辺 OAの長さは何 cmか。 

問３ 三角形 OABの面積は何 cm2か。 

問４ 図２において，辺OB上を動く点を P とする。2つの線分 AP，PCの長さの和 AP＋PCが最小となると

き，AP＋PCの長さは何 cmか。 

 

図１ 

 

図２ 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

問３ cm2 

問４ cm 

 

 

 



解答 

問１ 
3

34
cm3 

問２ 5 cm 

問３ 2 cm2 

問４ 
5

58
cm 

解説 

問４ 

AP＋PCが最小になるのは展開図において Pが線分 AC上にあるとき。 

△ABCにおいて 

BA＝BC，∠ABP＝∠CBPだから 

OB⊥AC，AP＝CP 

△OAB＝2 cm2より 

2

1
× 5 ×AP＝2 

AP＝
5

54
cm 

よって AC＝2×
5

54
＝

5

58
cm 

 



【問 37】 

図は，点 A，B，C，D，E，F，G，H を頂点とする直方体で，AD＝3 

cm，AE＝6 cm，EF＝4 cmである。点Mは辺 EFの中点である。 

このとき，次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2010年度） 

問１ 線分 DMの長さを求めなさい。 

問２ 辺 CG上に点 P をとり，CP＝x cm とする。∠DPM＝90°となると

きの x の値を求めたい。x についての方程式をつくり，x の値を求

めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ 

方程式 

xの値 

 

 

解答 

問１ 7cm 

問２ 

方程式 72＝x2＋42＋(6－x)2＋32＋22 

xの値 2，4 

解説 

問２ 

△DPMにおいて∠DPM＝90°より 

三平方の定理を利用して DP2＋MP2＝DM2…① 

△MFP，△PFGで 

三平方の定理を利用してMP2＝MF2＋PF2＝MF2＋FG2＋PG2＝22＋32＋(6－x) 2…② 

同様に △DCPで 

DP2＝DC2＋CP2＝42＋x2…③ 

DM2＝72…④ 

①に②，③，④をあてはめて 

42＋x2＋22＋32＋(6－x) 2＝72 

整理して 

2x2－12x＋16＝0 

2(x－2) (x－4)＝0 

0＜x＜6だから 

x＝2，4 

 



【問 38】 

図のように，底面は BA＝BC＝4 cm の直角二等辺三角形で，OA＝OB＝OC＝8 cm の三角すい OABC があ

る。辺 BCの中点を E とする。また，点 Aから辺 OB を通って，点 C まで最短となるようにひいた線と辺 OBの交点

を P とする。 

次の問１～問３に答えなさい。 

（大分県 2010年度） 

  

問１ 線分 OEの長さを求めなさい。 

問２ 線分 PCの長さを求めなさい。 

問３ 三角すい PABCの体積を求めなさい。 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

問３ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 152 cm 

問２ 15 cm 

問３ 
3

142
cm3 

解説 

問２ 

AP＋PCが最短になるのは△OAB と△OBCを OBでつなげた展開図において 

A と Cを直線で結んだときで AC と OBの交点が Pである。 

OA＝OC，BA＝BCだから OB⊥AC，PA＝PC 

BP＝x cm とすると OP＝8－x cm 

三平方の定理を利用して 

OC2－OP2＝BC2－BP2 

82－(8－x)2＝42－x2 

これを解いて 

x＝1 cm 

よって PC＝ 22 14 － ＝ 15 cm 

問３ 

ACの中点をM とする。 

OA＝OC より OM⊥AC，AM＝CM＝
2

1
× 24 ＝ 22 cm 

OM＝ 22 )22(8 － ＝ 142 cm 

BMを結ぶ。 

Pから BMに垂線 PHをひく。 

PH // OMだから 

PH：OM＝BP：BO 

PH： 142 ＝1：8 

PH＝
4

14
cm 

よって三角すい PABCの体積は
3

1
×△ABC×PH＝

3

1
×
2

1
×4×4×

4

14
＝

3

142
cm3 

 



【問 39】 

図１のような，正六角柱の形をした紙の箱がある。底面の正六角形の 1 辺が 4 

cm，高さが 8 cmのとき，次の問１～問４に答えなさい。ただし，紙の厚さは考えない

ものとする。 

（宮崎県 2010年度） 

問１ 図１において，辺を直線とみたとき，直線 AB とねじれの位置にある直線は

何本ありますか。 

問２ 図１において，正六角形 ABCDEFの面積を求めなさい。 

問３ 図２は，図１の正六角形 ABCDEF の各辺の中点を P，Q，R，S，T，U とし，これらの点と正六角形

GHIJKL の各頂点をそれぞれ結んだものである。図３は，図２における正六角柱を，線分 PH，HQ，QI，

IR，RJ，JS，SK，KT，TL，LU，UG，GP で，上下 2 つの部分に切り離したものである。図４は，図３の下

の部分における正六角形 GHIJKL の各辺を折り目として，頂点であるP ，Q，R，S，T，Uのそれぞ

れが 1点に集まるように折り，この点を X として正六角錐 XGHIJKLをつくったものである。 

このとき，図４の正六角錐の高さを求めなさい。 

図２ 

 

 

図３   

 

 

図４ 

 

 

 

問４ 図５は，図３の上の部分における正六角形 PQRSTUの各辺を折り目として，頂

点であるG ，H， I ， J，K，Lのそれぞれが 1 点に集まるように折り，立体

をつくるようすを示したものである。このとき，できあがる立体の体積を求めなさ

い。 

図１ 

 

図５ 

 

 



解答欄 

 

問１ 本 

問２ cm2 

問３ cm 

問４ cm3 

 

 

解答 

問１ 8本 

問２ 24 3 cm2 

問３ 2 13 cm 

問４ 12 42 ＋16 3 cm3 

解説 

問３ 

できた正六角錐において XG＝XH＝XI＝XJ＝XK＝XL＝ 22 82 ＋ ＝ 172 cm 

△XGJにおいて Xから GIにひいた垂線と GJの交点を Y とする。 

△XGYにおいて 

三平方の定理より XY＝ 22 4)172( － ＝ 132 cm 

問４ 

できあがる立体の体積は 

底面を正六角形 PQRSTU とする正六角錐 1つと 

三角錐 BPQHと合同な三角錐 6つ分の和となる。 

△BPQは BP＝BQ＝2 cm，∠PBQ＝120°の二等辺三角形なので 

Bから PQに垂線 BZ をひくと 

BZ＝
2

BP
＝
2

2
＝1 cm，PZ＝ 3 BZ＝ 3 cm，PQ＝2PZ＝ 32 cm 

正六角形 PQRSTUの面積は 1辺が 32 cmの正三角形 6つ分なので 

2

1
× 32 × 








32

2

3
× ×6＝ 318 cm2 

底面を正六角形 PQRSTU とする正六角錐の高さは 22 )32()172( － ＝ 142 cm 

よってその体積は
3

1
× 318 × 142 ＝ 4212 cm3 

また三角錐 BPQHの体積は
3

1
×
2

1
× 32 ×1×8＝

3

38
cm3 

よって求める体積は 4212 ＋
3

38
×6＝ 4212 ＋ 316 cm3 

 



【問 40】 

図は，AC＝8 cm，BC＝CD＝6 cm，∠ACB＝∠ACD＝∠BCD＝90°の三

角すい ABCDである。このとき，次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

（鹿児島県 2010年度） 

(1) 辺 AC とねじれの位置にある辺をあげよ。 

(2) 辺 AC，ADの中点をそれぞれM，N とするとき，四角すい BCDNMの体積は何 cm3か。 

 

 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) 辺 BD 

(2) 36cm3 

解説 

(2) 

∠ACB＝∠ACD＝∠BCD＝90°より 

四角すい BCDNMの底面を四角形MCDN とすると高さは BC となる。 

M，Nはそれぞれ AC，ADの中点だから 

MN＝
2

1
CD＝

2

1
×6＝3 cm 

MN // CD これより 

∠AMN＝∠ACD＝90° 

四角形MCDN＝△ACD－△AMN＝
2

1
×6×8－

2

1
×3×4＝24－6＝18 cm2 

求める体積は
3

1
×18×6＝36 cm3 

 



【問 41】 

図のように，頂点が O で，底面の半径が 2 cm

の円すいがある。また，底面の周上に直径 AB と

なるような 2点 A，Bをとる。図１はこの円すいの展

開図で，おうぎ形の中心角は 120°である。 

このとき，次の各問いに答えなさい。ただし，円

周率はπとする。 

（沖縄県 2010年度） 

問１ 図１のおうぎ形の弧の長さを求めなさい。 

問２ 母線 OAの長さを求めなさい。 

問３ 母線 OA の中点を P とする。また，下の図２，図３のように円すい

の側面上で点 P，Bを結び，その最小の長さを PBの長さとする。 

(1) PBの長さを求めなさい。 

(2) 円すいの側面上を点 PからBを通って点 Pに戻ってきたとき，その線を境界として側面を 2つに分ける。

このとき，分けられた側面のうち点 Aを含む部分の面積を求めなさい。 

  

図１  

 
 

図２ 図３ 

 
 

 



解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

問３ 

(1) cm 

(2) cm2 

 

 

解答 

問１ 4π cm 

問２ 6cm 

問３ 

(1) 33 cm 

(2) 12π－ 39 cm2 

解説 

問１ 

おうぎ形の弧の長さは底面の円周と等しいので 2π×2＝4π cm 

問２ 

OA＝r cm とするとおうぎ形の弧の長さが 4πcm より 

2πr×
360

120
＝4π 

r＝6 cm 

問３ 

(1) 

側面のおうぎ形において 

ABを結ぶと OA＝OB，∠AOB＝120°÷2＝60°より 

△AOBは正三角形である。 

BPが最小になるのは 

展開図において Bから OAに垂線をひいたときである。 

正三角形 AOBにおいて 

∠OPB＝90°より△BOPは 

OP：OB：BP＝1：2： 3 の直角三角形だから 

BP＝
2

3
OB＝

2

3
×6＝ 33 cm 

(2) 

求める面積は 

側面のおうぎ形－2△OBP＝π×62×
360

120
－2×

2

1
×
2

6
× 33 ＝12π－ 39 cm2 

 
 


